
■監修者からのコメント 

喫煙が肺をはじめとした様々な癌、肺気腫、心臓病といった病気のリスクを高めること

や、過度の飲酒が肝臓の病気につながることは多くの方がご存じかと思います。しかし、

将来の病気のリスクはなかなか実感しにくく、生活改善のきっかけにはなりにくいかもし

れません。でも、こうした習慣が、ご自身の顔貌に影響するとしたら、また違った関心が

生まれるのではないでしょうか。 

喫煙習慣が、肌の黒ずみや、皺の増加を通じて見た目の年齢を上げることが、多くの研

究によって示されています。歯周病や歯が抜けてしまう頻度も上がります。過度な飲酒を

長期間続けると肝硬変に至り、黄疸等の皮膚症状が現れます。 

禁煙をすると、皮膚の黒ずみや歯周病のリスクを減らすことが出来ます。肝硬変で現れ

た皮膚症状は、基本的には元に戻りませんので、肝硬変になる前に、過度な飲酒を控える

ことが重要です。 

このアプリでは、喫煙習慣がある場合とない場合、また、過度な飲酒により肝硬変に至

ってしまった場合とそうでない場合における、将来のご自身の顔貌をイメージすることが

できます。このアプリが、皆さんの生活習慣を見直し、健康的な生活を送る一つのきっか

けになることを願っています。 
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飲酒

障害の程度によって、皮膚が黄色～茶色に変色します（黄疸）。また、紙幣状皮膚、クモ状血管（拡張した
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喫煙

過度な飲酒によって肝硬変になり、症状が悪化した場合（非代償期に至った場合）には、以下のような影響が顔に現れます。

喫煙者は、非喫煙者に比べて、顔のしわの数が増え、しわ自体もより深く、長くなる

禁煙の効果

肝硬変

非代償期


